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平成 30 年 3 月 29 日 

民進党代表 大塚耕平 

１．民主主義と国民生活を守る 

 昨年 10 月 31 日の代表就任以来、党運営に関する中央及び地方の党所属議員、事務局及び関

係者各位のご協力とご尽力に感謝と敬意を表します。 

現下の政治情勢を鑑みると、今後の政治の対立軸は民主主義を重んじるか否かという点であ

ることが一段と明らかになってきました。 

何が「正しい」か、何が「正義」か。価値判断は人によって区々であるからこそ、議論の前

提となる事実を公開・共有し、熟議を尽くし、決まったことを遵守し、権力を抑制的に運用す

る。それが民主主義の基本です。しかし、森友学園の公文書改ざん事件に象徴されるように、

安倍政権の隠蔽体質、熟議を避け、権力を濫用する姿勢は目に余るものがあり、日本の民主主

義は危機に直面しています。次期総選挙はまさしく、民主主義を重んじる勢力と、民主主義を

軽んじる勢力の戦いであり、民主主義を守るか否かが重要な対立軸です。 

 森友事件のみならず、南スーダン PKO 日報問題、加計学園疑惑、スパコン事件等の不祥事に

加え、ここに来て、文科省前事務次官講演への圧力、日本年金機構のずさんな業務運営等、次々

と新たな問題が発覚しており、安倍政権の強権、迷走ぶりは極まりました。 

日本は多くの課題を抱えています。深刻化する少子高齢社会、懸念される社会保障制度や財

政の持続可能性、拡大する格差、激化する経済・産業の国際競争、緊張を増す国際情勢等、枚

挙に暇がありません。 

 国民生活に直結する諸課題に対し、民主主義的な議論と手続を経て、政治と行政が的確かつ

迅速に対応することが求められます。また、政治と行政が民間の自助努力や発展を阻害するこ

とがあってはなりません。 

 そうした観点からも、安倍政権の実情は憂慮に堪えません。森友事件に象徴されるように、

不公正、不透明な姿勢を看過できないうえ、官僚組織の劣化も著しく、民主主義的な先進国と

しての適格性が問われる事態です。 

２．総選挙を受けて立つ 

 森友事件に関する昨年初来の首相、財務大臣、財務省幹部の国会答弁や説明が虚偽であった

ことから、森友事件も争点に含まれていた昨年の総選挙の正当性は失われました。安倍政権の

正当性を否定する以上、総選挙を受けて立つ態勢を整えることが急務です。 

昨年の総選挙の結果を受けた現在の国会や党の実情、来年の統一地方選挙まで残り 1 年とな

るタイミング等々を鑑み、今こそ、民主主義を重んじる勢力の結集を働きかける時期に至った

と判断します。 

できる限り早期に「中道的な新しい党」を目指す。去る 2 月 4 日の党大会での承認事項であ

るこの方針に則り、新党設立準備に入ることが必要と考えます。 
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来年の統一地方選挙、参議院選挙、次期総選挙に向けた態勢を整えるために、志を共有する

同志の結集が不可欠です。民主主義を重んじる政権を樹立するために、まずは元民進党議員を

中心に結集を呼びかけ、「中道的な新しい党」「新しい民主党」に同志を糾合し、政権交代実現

のための中核的な新党を構築します。 

 党内に様々な意見があることは、中央及び地方の党所属議員各位も十分に理解しているもの

と思います。また、都道府県ごと、総支部ごとに事情が違うことも、十分に認識を共有できて

いるものと思います。そうしたことを踏まえつつ、今こそ、民主主義を重んじる同志に結集を

働きかけるために、総合的判断に基づき、「中道的な新しい党」「新しい民主党」の結党に取り

組みます。 

 １．「中道的な新しい党」「新しい民主党」である新党を結党する（存続政党は民進党）。 

 ２．志を共有する同志に結集を呼びかける。 

綱領、党名等の所要事項については、参画意志のある同志との新党協議会の場で決定してい

きます。なお、中央及び地方の党所属議員、候補者の個別事情に配意しつつ、新党結党後も多

くの仲間と連携できる枠組みを目指します。 

 新党移行の準備が整った後に、速やかに来年の統一地方選挙、参議院選挙、次期総選挙の準

備を本格化させます。 

 来年の統一地方選挙については、現在の青年委員会、女性議員ネットワーク、自治体議員フ

ォーラムの枠組みを新党に引き継ぎ、これらの横断的組織を中心に候補者公募を行います。そ

の際、とくに都道府県議会議員選挙、政令指定都市の市議会議員選挙に関しては、野党間での

候補者調整、選挙区調整に取り組みます。 

 参議院選挙については、空白区における候補者発掘、現職を含む公認手続を加速させます。

その際、１人区においては野党間での候補者１本化に努めるとともに、複数区においても野党

間の候補者調整に注力します。 

次期総選挙については、落選中の元民進党議員及び候補者との調整を進めるとともに、空白

区等における新人発掘、公募等を行います。野党間の調整にも努めます。 

３．政権を担う 

 中央及び地方の所属議員各位のご理解、ご協力をいただき、来年の統一地方選挙、参議院選

挙での躍進、次期総選挙での政権交代に向けて、一致結束し、ともに行動していただくことを

心からお願い申し上げます。 

 民主主義と国民生活を守る「中道的な新しい党」「新しい民主党」が、政権を担う政党として

国民の皆様に認められるよう、ともに新たな歩みを始め、全力を尽くしていただけることを祈

念します。 

以  上 


